　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東病棟チームカンファレンス記録
	A.O.M
	S.G.M

	
	


令和2年6月1日(月)　　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録： 金井　優樹
	加藤
	澁谷
	中野
	滝田
	松舘
	坂澤
	柴田
	川守田
	澤田
	金井
	西舘

	　〇
	深
	休
	〇
	深
	休
	休
	休
	　準
	〇
	〇

	種市
	畑中
	小沼
	大久保
	見上
	金谷
	土橋
	荒木田
	佐々木
	中村
	鶴飼

	○
	〇
	　〇
	　休
	　準
	五福
	欠
	準
	深
	休
	〇


＜連絡事項＞
・６月の定期心電図検査の連絡が来ています。東病棟は6/8（月）14：00～の予定となっています。検査当日に介助（患者様の誘導等）をして頂けると大変助かりますので、ご協力宜しくお願い致します。
・6/5入院予定だった清水浩様が6/2入院に変更。6/2入院予定だった木村茂様が6/5入院　予定に変更となります。

・本日より家族洗濯の受け渡しにチェック表の使用を開始します。担当したスタッフはサインをして、受け渡し時には家族のサインを頂くこととなります。

＜患者様連絡事項＞
・上田　恭子様～療養環境変更目的にて、東C5号室から南A121号室へ移棟となる。
・浪岡　美喜男様～やすらぎ苑入所のため、10：30退院となっている。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～時間隔離中。容姿やアニメに関する頻回な話し掛けあるが他者トラブルはない。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察行っていく。
・宮崎　宏之様～終日隔離中。奇声や自傷行為無く経過している。不潔行為や問題行動な
く穏やかに過ごす。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察
行っていく。
・宮古　みゆき様～終日隔離開始。まとまりに欠け粗暴性もあり。感情失禁しつつ大声での放歌あり。介入にも的を得ない返答が多く落ち着かない。13：40不穏時継続指示ﾘｽﾍﾟﾘﾄﾞﾝ内用液1ml　1P投薬するが以降も独語やまずリズム調の大声での独語を続ける。興奮やドア蹴りがおさまらず、15：00斉藤Dr.診察にてジプレキサ筋注施行している。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・木村　格治様～高圧的態度無く拒薬も無い。対面時穏やかで問題行動はない。
・飯岡　裕子様～バイタル異常は無く、フェイススケールは3から2で経過。
・丹内　栄子様～痙攣発作はなく穏やか。水弄りやトイレ籠りはあるが不潔行為はない。
・高橋　登様～発熱は見られず、その他のバイタル異常なく経過。
・飯岡　未来様～朝食2/3、昼食水分摂取のみし拒食。共に介助で行う。自信を貶すような
独語が認められており耳を塞ぐような動作常に見られる。自傷行為や危
険行動はない。
・笹川　清様～37.2～37.6台の体温上昇は見られ、クーリングにて対応している。その他のバイタル異常なく経過。
・鹿島　亀雄様～酸素５L流用中。Dr診察にて、夜間から排尿が少ないため点滴２本処方となる。
・高柳　和子様～朝食全量、昼食水分摂取のみし拒食。自力にて行う。拒薬、吐薬は無い。対面時は纏まりにかける返答が多く的を得ない。他室侵入ある為都度介入している。他者トラブルは無い。
＜金Dr.診察情報＞
・飯岡　未来様～抑うつ状態にて食事・水分摂取が出来ず、身体管理のため点滴１日２本キープで処方となる。臨時薬は同内容で７日分継続処方。
・沼山　真紀子様～臨時薬は同内容で７日分継続処方。便秘時の継続指示にアローゼン処方となる。食事を常食へ変更。
・木村　文隆様～臨時薬、就床前にベルソムラ錠１５ｍｇ追加・他は変更なしにて、７日分処方。
＜舩場Dr.診察情報＞
・飯岡　裕子様～オキシコドンと酸化マグネシウム錠、同内容にて７日分継続処方。
・是川　志郎様～脱肛からの出血に、ヘモポリゾン軟膏２g／本　1日３回　１５本処方。
＜新入院患者様情報＞
氏名：宮古　みゆき（みやこ　みゆき）様

生年月日：昭和47年10月18日（47）

　　病名：統合失調症

　　性別：女性

　主治医：馬渡Dr.（入院診察医　斉藤Dr.)　

入院形態：医療保護入院

　　病棟：東病棟Aユニット

　

(経過）

H16年（31歳）の中越地震後より「死者の腕が壁から伸びてくるのが見える」「神仏の声が聴こえる」等の幻聴体験、奇異な言動があり、1年間程祈祷師の元に通っていたという。H19年に周産期（第4子）に八戸市立市民病院婦人科へ入院中、錯乱状態となり同院精神神経科の受診歴があるが詳細不明。短期間で治まり通院はしていない。

　H21.8.11警察官5人に連れられ高松病院を初診。以後、緊張病状態で同院へ計3回の入院歴がある。特に自然災害を契機に幻視や幻聴、妄想気分等が活発になる傾向があり、年々陰性症状が目立ってきており、家族の援助の元なんとか生活していた。

　夫からの暴力があり、H22.12.21つくしが丘病院を初診。通院継続していたが、同院へ計2回の入院歴がある。H24年8月～H30年2月は高松病院へ通院。夫の暴力がなくなったかと思っていたが、H26年頃より暴力をふるうようになった。主に暴力を受けていた三男の学校の教師が伝えたことで、H30.2.6本人が女性相談所、長女・次女・三男が中央児童相談所に一時保護となった。H30.2.9つくしが丘病院を受診。H30.2.23より八戸市にある母子支援寮小菊荘へ入所となり、入所に伴い近医での継続治療を希望し、H30.4.13当院初診。

　病状は安定しており、月１回の通院を継続。R2.5.26本人曰く、眠剤が変わったことで徐々に不眠となり、R2.5.31幻聴が増悪、施設では疎通が困難な状態があったという。同日当院に臨時受診となり、RIS 1ml 3回まで、眠剤はフルニトラゼパム2mgまで使用可と指示した。しかし一睡もせず、子供の首を絞めようとするなど行動がまとまらない状態が続いた。翌R2.6.1姉やスタッフと受診した。診察時も大声を上げ、「お前はヤマダだろ」などと言動まとまらず、施設での療養も困難なことから、11:45東病棟Aユニットへ医療保護入院となる。
・家族洗濯（長女対応）
・売店：家族差し入れ
・義歯：なし
・緊急時：搬送希望（市民病院）
・連絡先：①姉　②長女
